
美国町小泊・厚苫・茶津地区の一部が

◎点線で囲まれている範囲（土砂災害警戒区域）は、「土砂災害

　が発生した場合、住民の生命又は身体に危害が生じるおそれの

　ある区域」です。

◎実線で囲まれている範囲（土砂災害特別警戒区域）は、「土砂

　災害が発生した場合、建築物に損壊が生じ、住民の生命又は身

　体に著しい危害が生じるおそれのある区域」です。

・土砂災害警戒区域以外の箇所でも土砂災害の発生する可能性が

　ありますので、自分の住んでいる家の周辺の斜面や渓流、避難

　場所などをよく確認しましょう。

 

土
砂
災
害
警
戒
区
域
と
は

　
※
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
き
、
土
砂

災
害
（
崖
崩
れ
、
土
石
流
、
地
す
べ
り
）

発
生
の
危
険
が
あ
る
地
域
を
指
定
す
る
も

の
で
す
。

１自然現象の種類：急傾斜地の崩壊

２　所　在　地　：美国町字厚苫

土砂災害警戒区域

土砂災害特別警戒区域

積丹美国町４

（延長 . Ｌ＝ 148m）

積丹美国町８

（延長 . Ｌ＝ 141m）

積丹美国町８積丹美国町８

（延長 . Ｌ＝ 141m）（延長 . Ｌ＝ 141m）

（延長 . Ｌ＝ 230m）

積丹美国町９

積丹美国町 10
（延長 . Ｌ＝ 63m）

積丹美国町 11

（延長 . Ｌ＝ 156m）

茶津一の川
（延長 . Ｌ＝ 76m）

茶津川

（延長 . Ｌ＝ 82m）

土砂災害警戒区域に指定

※
「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る

土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る

法
律
」

１自然現象の種類：急傾斜地の崩壊

２　所　在　地　：美国町字小泊

１自然現象の種類：急傾斜地の崩壊

２　所　在　地　：美国町字茶津

項　目 記号

２　所　在　地　：２　所　在　地　：

１自然現象の種類：土石流

２　所　在　地　：美国町字厚苫

１自然現象の種類：土石流

２　所　在　地　：美国町字茶津

 

ご
理
解
と
ご
協
力
を
！

　
今
回
新
た
に
９
箇
所
が
指
定

さ
れ
、
昨
年
指
定
さ
れ
た
日
司

町
と
あ
わ
せ
、
町
内
で
10
カ
所

が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
土
砂
災
害
危
険
箇
所

は
北
海
道
に
お
い
て
基
礎
調
査

が
終
了
し
た
箇
所
の
区
域
指
定

の
手
続
き
を
進
め
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
土
砂
災
害
か
ら
国
民
の
生

命
・
身
体
を
守
る
た
め
に
、
土

砂
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ

る
区
域
を
明
ら
か
に
し
、「
危

険
の
周
知
、
警
戒
避
難
体
制
の

整
備
」
等
の
ソ
フ
ト
対
策
（
土

木
工
事
に
よ
ら
な
い
対
策
）
を

推
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

茶津地区

小泊・厚苫地区

←約 150m 先 厚苫トンネル

約
300
ｍ
先 

茶
津
ト
ン
ネ
ル
→
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　原子力防災対策を強化する目的で、北海道は町内余別町に新

たにモニタリングポストを設置しました。

　モニタリングポストは、原子力発電所からの放射線による影

響があるかどうかを監視するため、国の指針に基づき、平成

24 年度に泊発電所から半径 30 ㎞圏内（UPZ）に設置されるこ

ととなり、積丹町内では美国町に１基設置されていました。

　監視体制の強化を望む、積丹町など関係市町村の要望を踏ま

え、北海道は、平成 26・27 年度の２カ年で 30 ㎞圏外にもモニ

タリングポストを設置、監視体制を強化することになり、町内

余別町の１基を含む９基を増設することとしたものです。

　測定は 24 時間体制で行われ、モニタリングポストに測定数

値が表示されるほか、インターネットでもリアルタイムにその

情報を確認することができます。（余別町の測定結果は、平成

28 年度から情報提供予定。）

 インターネット URL:

■美国町に設置されているモニタリングポスト

　（給食センター前）

■追加設置されたモニタリングポスト

　（余別地区コミュニティセンター前）

放射線の通常測定値：約 30 ～ 50nGy/h

測定値は、降雨雪時に上昇することがあります。

また、積雪時には減少する傾向があります。
余別町へ「モニタリングポスト」設置

放射線監視体制の更なる強化へ

 

小
樽
建
設
管
理
部
が

　
　
　
　
　
計
画
概
要
を
説
明

　

美
国
川
河
川
改
修
事
業
は
、
地
権

者
な
ど
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
り
本
格
化
し
、
今
年
７
月
に
は

国
道
美
国
橋
の
仮
橋
が
供
用
開
始
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　

町
で
は
、
今
後
の
美
国
橋
の
左
岸

上
流
部
の
河
川
改
修
工
事
に
よ
る
新

た
な
築
堤
の
整
備
に
併
せ
て
、
そ
の

法の
り
め
ん面

下
に
新
た
な
町
道
の
付
替
事
業

を
計
画
す
る
こ
と
に
つ
い
て
道
へ
要

請
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
地
域
や
沿
線
住
民
の
意

見
を
計
画
に
反
映
す
る
た
め
、
去
る

４
月
15
日
に
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

で
、
計
画
概
要
の
説
明
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

防
高
が
低
く
な
り
ま
す
が
、
新
た
な

築
堤
に
よ
り
川
幅
が
拡
大
す
る
こ
と

で
増
水
時
に
必
要
な
河
川
流
量
が
確

保
さ
れ
る
。」
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

 

町
道
付
替
に
関
連
す
る

　
　
　
　
　
　
整
備
の
必
要
性

　

町
か
ら
は
、
北
海
道
が
補
償
整
備

す
る
町
道
の
付
替
に
伴
い
、
補
償
制

度
上
、
一
部
工
事
費
の
町
負
担
も
予

定
さ
れ
ま
す
が
、
照
明
灯
（
防
犯

灯
）
や
排
水
側
溝
の
整
備
な
ど
関
連

整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て
提
案
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
付
替
す
る
町

道
と
既
設
の
栄
町
本
通
り
線
と
の
間

に
連
絡
路
の
取
付
箇
所
を
検
討
し
て

い
た
だ
く
よ
う
町
内
会
へ
要
請
し
ま

し
た
。

　

出
席
者
か
ら
は
、「
付
替
す
る
町

道
の
取
付
位
置
」
や
「
駐
車
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
」
な
ど
の
質
問
が
あ
っ
た

ほ
か
、
説
明
会
終
了
後
に
は
個
別
相

談
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
道
に
よ
る
測
量
な
ど

現
地
調
査
の
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
私
有
地
へ
の
測
量
業
者

の
立
ち
入
り
な
ど
周
辺
町
民
の
皆
さ

ん
に
は
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

 

町
道
美
国
堤
防
通
り
線
の

　
　
　
　
　
付つ

け

か

え替
事
業
説
明
会
を
開
催

～
美
国
川
河
川
改
修
事
業
に
よ
り
堤
防
と
町
道
を
分
離
～

http://www.genshi.pref.hokkaido.jp/

※

※ nGy/h（ﾅﾉｸﾞﾚｲﾊﾟｰｱﾜｰ）とは

　　１時間あたりの放射線量を示す単位　

　

こ
の
日
は
、
道
後
志
総

合
振
興
局
小
樽
建
設
管
理

部
と
町
の
担
当
者
を
説
明

員
に
、
町
内
会
や
産
業
団

体
の
役
員
、
沿
線
の
地
権

者
・
建
物
所
有
者
な
ど
８

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

説
明
で
は
、「
現
在
、

堤
防
上
部
を
占
用
し
て
い

る
町
道
を
、
新
た
な
築
堤

整
備
に
併
せ
て
分
離
し
、

そ
の
法の

り
め
ん面

下
に
新
た
に
町

道
を
付
け
替
え
る
こ
と

や
、
こ
れ
ま
で
堤
防
と
兼

用
だ
っ
た
町
道
を
分
離
す

る
こ
と
か
ら
そ
の
分
の
堤
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